
定
期
総
会・懇
談
会

　

６
月
16
日
（
土
）
と
き
わ
会
館
に
お
い
て
、
清

水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
、
新
藤
信
夫
さ
い
た
ま
市

議
会
議
長
、
細
田
真
由
美
教
育
長
を
は
じ
め
多
数

の
来
賓
を
迎
え
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

各
議
事
は
、
市
内
全
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
り

す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
今
回
は
、
昨
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た
個
人

情
報
保
護
法
へ
の
対
応
と
し
て
、
会
則
の
一
部
改

正
と
新
た
に
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
制
定
に
つ
い

て
も
審
議
さ
れ
た
。

　

続
い
て
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
退
任
さ

れ
た
役
員
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
総
会
は

終
了
し
た
。

　

総
会
後
引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
さ
い
た
ま
市
優

良
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
表
彰
式
」
で
は
、
細
田
真
由
美
教

育
長
よ
り
受
賞
校
に
対
し
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
参
加
者
同
士
の
交
流
と
盛
ん
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
。

青羽章仁会長インタビュー
さいたま市PTA協議会

・
・
時
代
の
変
化
に
対
応
し
P
T
A
活
動
の
在
り
方
を
改
革
・

工
夫
し
、
さ
い
た
ま
市
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
し
て
定
期
総
会
の
中
で
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ

れ
て
い
る
P
T
A
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

・
・
今
ま
さ
に
、
地
域
・
学
校
・
保
護
者
の
連
携
が
大
き
く

求
め
ら
れ
る
社
会
に
変
化
し
、
社
会
か
ら
P
T
A
と
し
て
の

活
躍
が
求
め
ら
れ
真
価
を
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

・
・
広
報
紙
第
34
号
に
お
い
て
防
災
の
特
集
を
組
み
、
熊
本

地
震
で
の
避
難
所
運
営
で
地
元
の
中
学
生
や
高
校
生
・
大
学

生
の
若
い
力
が
活
躍
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
さ
い
た
ま
市
で
も
、
こ
う
し
た
地
元
を
愛
し
自
尊

感
情
を
備
え
た
自
立
し
た
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
！

そ
し
て
P
T
A
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生

か
し
て
行
政
・
地
域
・
学
校
と
連
携
し
、
防
災
に
お
け
る
さ

い
た
ま
市
ス
タ
イ
ル
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
！

『
で
き
る
時
に　

で
き
る
人
に
や
っ
て
も
ら
え
る　

い
ろ
ん

な
参
加
の
仕
方
を
お
互
い
に
認
め
あ
え
る　

無
理
の
な
い　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
組
織
』 

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
の
夫
婦
共
働
き
社
会
や
女
性
の
社

会
で
の
活
躍
を
受
け
て
、
家
庭
の
在
り
方
や
生
活
ス
タ
イ
ル

は
昔
と
は
変
わ
り
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
参
加
し
易
く
、
楽

し
く
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
織
の
活
性
化
が
は
か
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

4
月　

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

役
員
研
修
会

5
月　

広
報
紙
づ
く
り
講
習
会

6
月　

定
期
総
会
・
懇
談
会

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
定
期
総
会

7
月　

役
員
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

広
報
紙
発
行

8
月　

舘
岩
少
年
自
然
の
家
視
察
研
修
環
境
整
備

　
　
　

日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会
新
潟
大
会

9
月　

指
定
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
情
報
交
換
会
北
九
州
大
会

10
月　

教
育
委
員
会
交
流
会

11
月　

役
員
研
修
会
人
権
研
修
会

1
月　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
総
合
補
償
制
度
説
明
会

2
月　

教
育
委
員
会
懇
話
会

3
月　

広
報
紙
発
行

新役員紹介

平
成
30
年
度 

会
　
長青

羽　

章
仁

副
会
長

事
業
委
員
会

◎
山
崎　

栄
慈

○
田
中　

秋
弘

○
竹
ノ
谷　

純
宏

　

小
倉　

裕
輔

　

紅
谷　

弘
二

　

伊
藤　

桂
子

　

伊
𣘺　
勲

　

津
多　

一
幸

広
報
情
報
委
員
会

◎
伊
藤　

一
久

○
阪
本　

和
靖

○
渡
辺　

浩
志

　

岡
野　

友
敬

　

井
澤　

孝
行

　

國
分　

隆
之

　

廣
澤　

勝
幸

　

貴
田　

謙
一

　

黒
田　

好
康

常
任
理
事

南　
　

彰
男

渡
邊　

哲
也

岩
田　

尚
明

合
谷　

竜
一

阿
部　

達
哉

今
川　

夏
如

大
庭　

真
喜
子

杉
本　

浩
一

佐
藤　

度

岡
野　

育
弘

監
事

事
　
業
　
計
　
画

役
員
研
修
会

青
羽
会
長
に
と
っ
て
の
P
T
A
と
は
、

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
組
織
で
し
ょ
う
か
？

P
T
A
活
動
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

今
年
度
一
番
力
を
入
れ
た
い
活
動
テ
ー
マ
は
な
ん
で
す
か
？

最
後
に
今
年
度
の
抱
負
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

近
年
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り
一
億
総
活
躍
社
会
と

い
う
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
以
来
、
文
部
科
学
省
は
次
世
代
の

学
校
・
地
域
創
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
と
地
方
創
生
の
推
進
の
た
め
、
学
校
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
創
生
に
取
り
組
め
る
よ
う
様
々
な
施
策

を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
施
策
の
コ
ア
と
な
る
方
向
性
は
、
学

校
を
中
心
に
据
え
れ
ば
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実

現
・
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
と
言
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
地
域
を
主
体
に
考
え
れ
ば
、
学
校
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
・
次
代
の
郷
土
を
つ
く
る
人
材
の
育
成
・
地
域
で

家
庭
を
支
援
し
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
・
学
び
合
い
を

通
じ
た
社
会
的
包
摂
を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
が
地
域
に
根
差
し
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
学
校
と
育
つ

地
域
の
間
を
取
り
持
つ
の
は
私
た
ち
P
T
A
で
あ
り
、
学
校

と
地
域
を
結
ぶ
橋
渡
し
的
な
存
在
と
し
て
P
T
A
が
果
た
す

 

『
防
災
』
で
す
。
行
政
・
地
域
・
学
校
・
保
護
者
と
の
連
携

を
通
じ
て
、
真
の
実
の
あ
る
地
域
防
災
を
具
現
化
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
テ

ー
マ
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

を
更
に
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

べ
き
役
割
は
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
は
私

た
ち
P
T
A
の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
言
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

行
政
や
学
校
が
用
意
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
・

安
全
・
安
心
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
か
、
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
一
番
子
ど
も
に
近
い
立
場

で
あ
る
私
た
ち
が
確
認
し
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
結
果
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
や
学
校
と
の
い
い
信
頼
関
係
、
人
間
関
係
が
で
き
て

い
れ
ば
会
員
の
声
も
届
き
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
人
間

関
係
を
大
事
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

◎委員長
◯副委員長

　

平
成
30
年
4
月
17
日
（
水
）
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
に
て
、
平

成
30
年
度
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
役
員
研
修
会
は
、
単
位
P
T
A

役
員
向
け
に
P
T
A
活
動
に
対
し
て
よ
り
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
、
年
度

の
始
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
者
総
数
は
5
9
2
名
と
昨
年
の
参
加
者
数
を
大
き
く
上
回
る
盛
況

ぶ
り
で
、
各
校
で
の
日
頃
か
ら
の
P
T
A
活
動
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
が

汲
み
取
れ
る
。

　

研
修
会
は
分
科
会
形
式
で
進
行
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
P
T
A

活
動
に
対
し
て
知
見
が
広
ま
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

各
単
位
P
T
A
を
統
括
す
る
さ
い
た
ま
市
P
T
A
協
議
会
と
の
事
務
連
絡
の

手
順
や
方
法
に
関
し
て
、
福
田
節
子
事
務
局
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

「
P
T
A
会
費
の
正
し
い
使
い
方
、
寄
付
・
監
査
・
支
出
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
公
正
明
大
に
P
T
A
会
費
を
使
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
会
計
処
理
の

正
確
さ
と
監
査
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
阿
部
達
哉
常
任
理
事
並
び
に
川
本

泰
正
顧
問
会
計
士
よ
り
解
説
が
あ
っ
た
。

「
個
人
情
報
保
護
法
改
正
へ
の
対
応
と
P
T
A
活
動
」
と
題
し
て
遠
藤
孝
明

副
会
長
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴
う
単
位
P
T
A
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
各
校
の
個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
伴
う
対
応
状
況
の
ほ
か
、

P
T
A
へ
の
入
会
の
意
思
確
認
の
有
無
や
学
校
と
の
協
力
状
況
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
示
さ
れ
た
。
防
災
に
関
し
て
は
「
こ
れ
か
ら
の
P
T
A
と
防

災
活
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
、
青
羽
章
仁
会
長
よ
り
高
ま
る
防
災
意

識
の
中
で
我
々
P
T
A
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
お
話
が
あ
っ
た
。

「
ホ
ン
ト
に
あ
っ
た
新
任
会
長
奮
闘
記
」
と
題
し
、
P
T
A
と
地
域
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
た
小
話
形
式
で

わ
か
り
や
す
く
説
い
た
。

　

最
後
は
野
上
一
昭
前
副
会
長
の「
さ
い
た
ま
市
P
T
A
協
議
会
は
、単
位

P
T
A
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。」と

の
心
強
い
お
言
葉
で
総
評
を
頂
い
た
の
ち
、杉
本
浩
一
副
会
長
の
閉
会
の
こ

と
ば
で
役
員
研
修
会
は
締
め
括
ら
れ
た
。

●
第
1
分
科
会 

『
市
P
協
事
務
局
に
つ
い
て
』

●
第
2
分
科
会
『
P
T
A
会
費
に
つ
い
て
』

●
第
4
分
科
会
『
事
業
・
地
域
連
携
』

●
第
3
分
科
会
『
組
織
運
営
・
個
人
情
報
・
防
災
啓
発
に
つ
い
て
』

杉
本　

浩
一

遠
藤　

孝
明

田
中　

絵
里

合
谷　

竜
一

今
川　

夏
如

今
溝　

良
司

石
田　

耕
一

三
牧　

淳
也

さいたまさいたま市PTA協議会
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平成30年7月11日

いじめ防止スローガン
みんなで子育て　よく見て、よく聞き、よく話そう！

見逃しません、子どもの小さな変化
ためらいません、子どもとの対話
連携します、家庭・学校・地域

地域・学校・PTA ～ つ・な・が・る・～



さいたま市ＰＴＡ協議会「児童・生徒ワイド補償制度（団体総合生活保険）」
本広告は制度の概要のみを記載したものです。ご加入に際しては重要事項説明書をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には代理店までお問い合わせください。

団体割引30％ 損害率による割引25％適用により、保険料が割安です！

個人賠償責任　高額な賠償にも備えを！ けがの補償　24時間補償で安心！ 育英費用補償　「扶養者」の万が一にも！

◆昨今の自転車事故増加による高額な賠償責任にも
　備える為、全プラン支払限度額1億円、ご家族も補
　償対象です！

◆学校内でのけがはもちろん、休日も含め24時間
　けがを補償！
◆地震等、天災によるけがも補償！
◆細菌性食中毒（ノロウィルス等）や熱中症による
　死亡・後遺障害・入院・手術・通院も補償！

◆保護者（扶養者）の方が「急激かつ偶然な外来の
　事故」によってお子様を残して突然命を落とされ
　たり、重度の後遺障害を被ってしまった場合には
　「育英費用補償」でサポート！

当制度のお問い合わせ先・パンフレットのご請求先
【事務局】
さいたま市PTA協議会
「児童・生徒ワイド補償制度」係
〒330-0846
さいたま市大宮区大門町３－１
大宮区役所東館１F

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社（幹事会社）
担当支社：埼玉中央支店新都心支社
さいたま市大宮区桜木町１－１０－７ ＴＥＬ048-650-8378
非幹事保険会社：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
　　　　　　　  ＡＩG損害保険株式会社
　　　　　　　  損害保険ジャパン日本興亜株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　 　18-T01720 2018年6月作成

「示談交渉サービス」付(国内のみ）で
万が一の事故の際にも安心です！

【お問い合わせ先】
取扱代理店：東海日動パートナーズＥＡＳＴ
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂2-2-3
　　　　　　 さいたま浦和ビル6階
TEL：０１２０-６３４-８５４
受付時間：午前9時～午後6時
（土・日・祝日を除く）

中途加入受付中

ご好評につき、「中途加入」を
9月末日迄受付いたします。
詳しくは左記取扱代理店迄
ご連絡ください。

埼玉県自転条例に対応してます！
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支
援
学
校
の
部

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
移
動
手

段
で
あ
る
自
転
車
。
今
、
自
転
車
を
取
り
巻

く
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

昨
今
の
自
転
車
ブ
ー
ム
の
中
、
自
転
車
に
乗

る
人
が
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
悪
質

な
自
転
車
の
走
行
も
目
立
つ
。
そ
の
結
果
、
自

転
車
の
交
通
違
反
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
特
に
事
故
の
相
手
当
事
者
が
歩
行
者
と
な

る
ケ
ー
ス
は
依
然
と
し
て
高
率
だ
。

　

平
成
29
年
度
の
埼
玉
県
の
自
転
車
事
故
の
統
計

に
よ
る
と
、
自
転
車
が
関
係
す
る
人
身
事
故
件
数

は
７
５
６
２
件
（
負
傷
者
数
：
７
５
８
９
名
、
死

者
数
：
32
名
）
で
あ
り
、
死
者
数
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
２
位
で
あ
る
。

　

自
転
車
事
故
の
死
因
の
中
で
、
頭
部
が
約
６
割

を
占
め
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
我
々
親

の
ほ
と
ん
ど
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
有
用
性
を
理
解
し

て
い
る
が
、
実
際
に
子
ど
も
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
て
い
る
親
は
６
割
に
満
た
な
い
と
い
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
嫌
が
る
子
ど
も
も
多
い
た

め
、
子
ど
も
が
着
用
し
た
く
な
る
デ
ザ
イ
ン
や
装

着
に
違
和
感
の
な
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
選
び
、
大
人

も
一
緒
に
着
用
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
率
先

し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
習
慣
を
身
に
着
け

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
!!

　

自
転
車
の
運
転
者
は
例
え
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
交
通
事
故
の
加
害
者
側
に
も
な
り
得
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
転
車
で
引

き
起
こ
し
た
事
故
に
よ
り
高
額
な
損
害
賠
償
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
実
際
に
当

時
小
学
５
年
生
の
子
ど
も
が
加
害
者
と
な
る
交

通
事
故
で
、
子
ど
も
の
親
に
対
し
て
約
９
，
５

０
０
万
円
の
賠
償
を
命
じ
た
裁
判
例
や
、
高
校

生
が
無
灯
火
で
携
帯
電
話
を
操
作
中
に
女
性
に

追
突
し
た
事
故
で
は
５
，
０
０
０
万
円
の
賠
償

を
命
じ
た
裁
判
例
な
ど
も
出
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
交
通
事
故
に
よ
る
賠
償
額
が
高
額
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
状
か
ら
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
『
埼
玉
県
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
』
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
損
害
保

険
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
も
、
今
一
度
、
各
家
庭
で
自
転
車
に
対
す

る
認
識
や
交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

万
が
一
の
時
の
個
人
賠
償
責
任

大
切
な
の
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

　

自
転
車
事
故
の
う
ち
、
自
転
車
側
に
何
ら
か
の

交
通
違
反
が
あ
る
例
は
６
割
を
超
え
る
と
い
う
。

交
通
違
反
の
例
と
し
て
は
一
時
不
停
止
や
道
路
の

横
断
、
安
全
不
確
認
な
ど
が
上
位
を
占
め
、
自
転

車
事
故
の
発
生
場
所
は
交
差
点
で
の
出
合
い
頭
や

右
左
折
時
な
ど
が
上
位
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
運

転
者
の
注
意
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
子
ど
も
た
ち
の
自

転
車
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
に
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。
信

号
の
順
守
、
道
路
の
横
断
時
の
左
右
確
認
、
交
差

点
で
の
一
時
停
止
、
左
側
通
行
な
ど
基
本
的
な
交

通
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
も
推
進
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
埼
玉
県
で
は
子
ど
も
に
対
し
て
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
や
交
通
安
全
教
育
を
施
す
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
条
例
で
定
め
ら
れ

て
い
る
。

自
転
車
事
故
の
原
因
の
多
く
は
、

　
　
　
　
　
　

自
転
車
側
の
安
全
意
識

知ってますか？自転車の安全利用5則
1.自転車は車道が原則　歩道は例外 2.車道は左側を通行

3.歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行

4.安全ルールを守る

5.子どもはヘルメットを着用

歩道通行可の道路標識がある場合、
小学生や70才以上の高齢者は歩道通行可
車道の通行が難しい場合

5 song 自転車の安全利用5則歌って覚えられます!
https://www.police.pref.saitama.lg.jp/doga/koan/5song.html

なぜ義務化するの？

自転車事故を起こした際の
被害者救済や、加害者の
経済的負担の軽減を図るためです。

例外

埼玉県では自転車保険への加入が義務になりました

自転車保険加入時には気をつけて!!
自転車保険の加入の仕方は様々である。さいたま市PTA協議会が推
薦する児童・生徒ワイド補償制度では自転車事故も補償されている。
また自転車販売店、インターネットやコンビニエンスストアでも自転
車保険の加入申し込みが可能。さらに、自動車保険や火災保険の特約
として個人賠償責任保険や傷害保険に付加することもできる。
　この際、注意して頂きたいのは、個人賠償責任保
険の補償上限額。記事にも紹介したように、1億円
近い賠償金を支払わなければいけない事例もある。
また、万が一の時には心強いサービスの１つとして、
示談交渉サービスがある。ぜひこの機会にご家族の
加入保険を再点検されてみてはいかがだろうか?

埼玉県マスコット
「さいたまっち」

埼玉県マスコット
「コバトン」


